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明
確
な
物
差
し
必
要
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宮

将
史（
み
や
・
ま
さ
ふ
み
）

１
９
７
４
年
生
ま
れ
。
神
奈
川

県
出
身
。
一
橋
大
経
済
学
修
士
。

２
０
０
０
年
日
本
銀
行
入
行
、
政

策
委
員
会
室
国
会
渉
外
課
長
な
ど

を
経
て

年
７
月
か
ら
現
職

早
い
も
の
で
新
年
も
ひ
と

月
が
経
つ
。
元
日
は
、
穏
や

か
な
日
和
の
中
、
当
地
名
物

の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
を
テ

レ
ビ
観
戦
。
今
年
の
お
正
月

は
大
き
な
災
害
な
ど
も
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し

さ
を
堪
能
す
る
幸
せ
を
味
わ

え
た
。
特
に
、
各
ラ
ン
ナ
ー

が
一
線
に
並
ん
で
号
砲
を
待

つ
緊
張
感
、
こ
れ
か
ら
展
開

す
る
ド
ラ
マ
へ
の
期
待
と
高

揚
で
い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ー
ト

風
景
が
、
私
は
好
き
だ
。

駅
伝
が
終
わ
る
と
、
そ
れ

は
高
崎
だ
る
ま
市
の
号
砲
を

意
味
す
る
。
終
わ
り
と
始
ま

り
。
お
正
月
か
ら
お
祭
り
が

無
事
に
行
わ
れ
、
何
と
贅ぜ

い

沢た
く

な
こ
と
か
。

話
は
変
わ
っ
て
、
先
日
の

こ
と
。
碓
氷
峠
（
安
中
市
）

の
立
ち
寄
り
温
泉
を
目
当
て

に
、
自
宅
の
あ
る
前
橋
市
内

か
ら
車
で
高
速
に
乗
っ
た
。

料
金
所
を
超
え
た
分
岐
点

に
、
「
東
京
方
面
」
「
新
潟

方
面
」
と
の
表
示
が
見
え
て

く
る
。
迷
わ
ず
新
潟
方
面
に

進
む
と
、
何
と
逆
方
向
だ
っ

た
！

上
信
越
道
は
前
橋
起

点
の
場
合

い
っ
た
ん
東
京

方
面
に
向
か
う
の
が
正
解

上
州
の
先
輩
か
ら
気
を
付
け

ろ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に

何
た
る
失
態

次
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
で
降
り
て
Ｕ
タ

ー
ン
す
る
羽
目
と
な
っ
た

こ
の
失
敗
の
原
因
は
、
自

分
の
頭
の
中
の
起
点
が
ま
だ

東
京
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

（
た
だ
の
方
向
音
痴
と
の

噂
う
わ
さ

も
あ
る
が
）
。
嗚あ

呼あ

、

自
分
は
ま
だ
群
馬
生
活
の
初

心
者
な
ん
だ
と
再
確
認
し
て

恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
地
点
を
間
違
え

る
と
、ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
ス
ピ
ー
ド
競
技
で
は

極
め
て
厳
格
に
管
理
さ
れ

る
。ま
た
、移
動
す
る
時
も
、

起
点
や
基
準
点
が
揺
ら
ぐ
と

た
ち
ま
ち
混
乱
に
陥
る
。
物

事
を
評
価
・
比
較
す
る
上
で

も
、
何
を
物
差
し
（
基
準
）

に
す
る
か
が
明
確
で
な
い
と

議
論
の
方
向
性
を
見
失
う
。

あ
る
尊
敬
す
る
経
営
者
の

言
葉
が
、
胸
に
去
来
す
る
。

「
経
営
判
断
の
基
準
を
あ
い

ま
い
に
す
る
と
、
万
が
一
失

敗
し
た
時
に
、
ど
こ
ま
で
撤

退
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
く
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が
大

き
な
失
敗
の
も
と
だ
」
。

さ
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
自

分
は
、
無
事
に
（
？
）
碓
氷

峠
に
到
着
し
、
ア
プ
ト
の
道

を
ハ
イ
キ
ン
グ
。
夕
暮
れ
の

め
が
ね
橋
を
鑑
賞
し
た
後
、

立
ち
寄
り
温
泉
へ
。
気
の
せ

い
だ
ろ
う
か
。
前
橋
よ
り
も

少
し
日
が
長
く
感
じ
る
。
前

橋
は
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る

が
、
碓
氷
は
高
地
だ
か
ら
、

山
に
遮
ら
れ
ず
に
日
暮
れ
を

楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。
宵
の
明
星
が
、

視
点
（
起
点
）
を
変
え
た
自

分
に
は
や
け
に
輝
い
て
見
え

た
。
冬
の
群
馬
は
星
が
美
し

い
。
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